
① 先胚移植後も、将来の妊娠に使用できる胚が残っている場合

② 排卵誘発の影響で卵巣が腫れる（卵巣過剰刺激症候群OHSS）危険性が高い場合

③ 子宮内膜の状態やホルモンバランスが整っておらず、胚移植に適さない場合

④ これまでの胚移植で妊娠に至らず、別の周期での胚移植が望ましいと判断された場合

⑤ 妊娠よりも先に、他の病気の治療を優先する必要がある場合

⑥ 胚を凍結してから移植する方がよいと医師が判断した場合

受精卵凍結保存について

アイリスウィメンズクリニック武蔵境

当院では「ガラス化法」という方法で胚を凍結保存しています。凍結前に専用の保護液を使用し、液体窒

素（－196℃）で瞬時に凍結することで、胚にダメージを与える原因となる氷の結晶が細胞内にできるのを

防ぎます。

胚を移植する際には、凍結した胚を37℃に温めた専用の融解液で融解します。急速に融解することで氷の

結晶ができるのを防ぎ、胚へのダメージを最小限に抑えることができます。

胚の凍結・融解は胚に負担がかかるため、良好な胚であっても、融解後に状態が変化し移植できなくなる

ことがあります。胚の融解後の生存率は95％以上とされていますが、すべての胚が生存するわけではあり

ません。

また、ごくまれに予期せぬトラブルにより、胚を使用できなくなる可能性があります。そのため、移植予

定日に別の凍結胚を融解して移植する場合や、移植できる胚がなくなる場合があります。なお、このよう

な場合であっても、これまでにお支払いいただいた凍結料、保存料、診察料、検査料、薬剤料等の返金は

ありませんので、あらかじめご了承ください。

【融解後の胚の生存性について】

受精卵凍結保存の適応

受精卵凍結法・融解法

受精卵凍結のリスク

【お子様への影響について】

①現在の報告では、凍結胚を融解して移植した場合と新鮮胚を移植した場合で、赤ちゃんに異常が起こる頻

度に大きな差はないとされています。しかし、長期的な影響については、まだ十分に分かっていない点があ

ります。そのため、日本産科婦人科学会では、妊娠・出産の経過や出生したお子さまの状況について報告す

ることを医療機関に求めています。

当院でも学会への報告を行っておりますので、妊娠・出産の経過等のご報告にご協力をお願いいたします。



胚凍結保存管理費用

胚凍結保存管理料（凍結時）

1個
15,000円

２～5個
21,000円

６～9個
30,600円

10個以上
39,000円

胚凍結保存維持管理料
（2年目以降、年1回)

10,500円

胚凍結保存管理料（1年間）

1個　39,600円（税込）

２～6個　66,000円（税込）

７個以上　77,000円（税込）

【保険診療】 【自費診療】
（「不妊症に係る診療を中断している場合」の更新時は、自費診療となります。）

費用

凍結保存期間

凍結胚の保存期間は、凍結日から1年間です。保存期間満了後も継続して保存を希望される場合は、所定の更新手続

きを行っていただく必要があります。更新手続きが完了し、有効な保存契約が継続している期間に限り、凍結胚は保

存されます。日本産科婦人科学会では、胚の凍結保存は夫婦関係が継続していること、また卵子を採取した女性が生

殖年齢を超えないことを条件としています。

当院では、凍結胚の保存期限は妻の48歳の誕生日の前日までとし、それ以降は保存を終了し、胚を破棄いたします。

凍結保存期間の更新および
破棄の条件

凍結胚の保存期間は、凍結日から1年間です。保存期間満了後も継続して保存を希望される場合は、保存期間満了日

から1か月以内に更新手続きを行ってください。更新期限内に手続きが完了しない場合、凍結保存契約は終了し、保

存している胚は破棄となります。

なお、更新期限に関する個別のご連絡は行っておりませんので、あらかじめご了承ください。

【更新期限】

【更新手続き】

凍結保存を継続する場合は、更新期限までに「凍結胚保存延長手続きに関する同意書」の提出と更新費用のお支払

いを行ってください。両方の手続きが完了した時点で、保存期間を1年間延長します。

更新手続きは、ご夫婦でのご来院のほか、ご夫婦のどちらか一方または代理人の方でも行うことができます。その

際は委任状が必要です。委任状は当院ホームページよりダウンロードできます。

更新期限時点で不妊治療を継続している場合は保険診療（生涯3回まで）での更新となりますので、受診時にお申し

出ください。出産等により不妊治療を終了している場合は自費診療での更新となります。



次の場合は、凍結保存している胚を破棄します。なお、この際に当院から個別のご連絡は行いませんので

ご了承ください。

【凍結胚が破棄となる場合】

初回説明後30日以内に「受精卵凍結保存同意書」が提出されなかった場合

「凍結胚破棄に関する同意書」が提出された場合

更新期限までに更新手続きが完了しなかった場合

ご夫婦のどちらかの凍結保存継続の意思確認ができない場合

当院からの重要な連絡に対し、1か月以内にご返信いただけなかった場合

住所変更の届け出がなく、当院からの重要な連絡が届かなくなった場合

妻の48歳の誕生日

なお、以下のいずれかに該当した場合は、凍結胚の保存継続ができなくなりますので、速やかに当院までお

申し出ください。

子宮を摘出された場合

ご夫婦が離婚された場合

ご夫婦のいずれかがお亡くなりになった場合

また、保存期間中に予期せぬトラブルが発生した場合には、凍結保存を継続できなくなることがあります。

【同一採卵周期の凍結胚の取り扱いについて】

当院では、原則として同一採卵周期により作成・凍結された胚については、更新時に一括して取り扱います。

そのため、保存期間の延長を希望される場合は同一採卵周期の凍結胚すべてを延長し、保存を終了する場合は

すべてを廃棄していただきます。

なお、過去の説明内容や契約内容により、個別に異なる取り扱いとなる場合があります。

詳細は担当医にご確認ください。

凍結胚の移植

凍凍結保存した胚は、適切な時期に融解（解凍）して移植します。移植の方法には、ホルモン補充周期や自然周期

による方法があり、患者様の状態に応じて選択します。

なお、胚移植を行う時点で、妊娠・出産が可能な健康状態であり、ご夫婦双方の同意が得られていることが必要で

す。そのため、離婚、ご夫婦の一方の死亡、重大な病気の発症などにより、凍結胚を保存していても移植できない

場合があります。

また、当院では胚移植は妻の48歳の誕生日の前日までとしております。

氏名、住所、電話番号、メールアドレス、婚姻状況などに変更があった場合は、お問い合わせフォームまたはWEB

問診より速やかに当院へお知らせください。

当院からの連絡は、届出いただいている最新の情報をもとに行います。変更の届出がなく、当院からの郵便物が返

送された場合や連絡が取れない場合は、ご本人の意思確認ができないものとして取り扱うことがありますのでご了

承ください。

登録情報（氏名•住所•連絡先
等）の変更



天災、災害、火災、不慮の事故、犯罪行為など、当院の責任によらない理由により、凍結胚が損傷または紛失する

可能性があります。この場合、これまでにお支払いいただいた費用の返金はできません。

また、当院が閉院する場合は事前にご連絡いたします。ご希望に応じて他院への移送手続きを行いますが、移送中

に生じた損傷等について当院は責任を負いかねます。

当院からのご連絡に対し、住所変更や連絡先変更のお届けがないなどの理由により、ご本人様の意思確認ができな

い場合には、契約内容に基づき凍結胚を破棄することがあります。住所や電話番号、メールアドレス等に変更があ

った際は、速やかに当院へお届けください。

【学会への報告について】

治療結果は日本産科婦人科学会へ報告しますが、個人が特定される形で公表されることはありません。

【個人情報の取り扱いについて】

診療、治療成績の集計、学会発表、研究活動などのために個人情報を利用することがありますが、個人が特定され

ないよう十分配慮します。

【特約事項】

凍結結果説明日（凍結胚の説明を受けた日）から30日以内に必要書類の提出および費用のお支払いが確認できない

場合は、凍結保存を希望しないものと判断し、凍結胚は破棄となります。

保存期間中の事故•災害•
不可抗力事由への対応

その他の重要事項
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